
コーナー展 子ども歴史展示コーナー 暮らしの中の灯り 

期間 令和元年7月20日（土）～9月22日(日) 54日間

会場 ロビー・小講堂

有料観覧者 一般1,078 小中140 一般団体0 小中団体0 有料計1,218 

無料観覧者 区関係121 区内小中301 招待24 高齢者464 無料計910 

総 計2,128

〔開催趣旨〕 

品川歴史館は毎年夏休み期間中、小学生を対象にして、体験型の

展示やワークシートを取り入れて、楽しみながら歴史を学習する機

会を提供している。 

本年度は「灯り」に焦点をあて、区内の仙台坂遺跡や三日月藩

森家上屋敷跡から出土した灯明皿などの考古資料も交えつつ、電

気が身近になかった時代の暮らしを紹介する展示を行った。また、

ロビーには土器片の拓本をとることができる体験コーナーを設

置した。 

〔展示内容〕 

（1）火をつける道具…火打ち石、火打ち金、ツケギ、マッチ、オイルライター 

（2）油の灯り…灯明皿(播磨国三日月藩森家上屋敷跡遺跡出土)、ひょうそく(仙台坂遺跡出土) 

（3）ろうそくの灯り…手燭、小田原提灯、箱提灯、雪洞手燭、たそや行灯 

（4）石油の灯り…吊ランプ 

（5）電気の灯り…カーボン電球、新マツダランプ、灯火管制用電球、灯火管制用電球笠 

（6）灯りを比べてみよう…自転車ランプ、小型懐中電灯、がんどう 

（7）うみの灯り…品川灯台（浮世絵・写真パネル） 

・ワークシート（全問正解の子どもには、ペーパークラフトをプレゼント）


